




























い、各文につき、統語境界のある ia J ([A] [[[B] C] D]) と統語境
界のない ibJ([[[[A] B] C] D])の2文、計12文を作成し、 3名の
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ソウル方言話者を対象に発話調査を行った (1999年6月)。
*発話文の例*<i 1 Jと i5Jの文の場合)




5 -a [宅]豆oft".l] [ [ 弁唱を]企司曇]司匁斗]. 
[インドで][[[有名な]料理を]食べた]。
5-b [[[[包豆叫1""1]弁喝を]企司曇]司~斗] . 
[[[[インドで]有名な]料理を]食べた]。
*インフォーマント資料*
〈略称〉 〈性別〉 〈年齢〉 〈出生地> <生育地〉
Kl 女性 30代前半 ソウノレ ソウJレ
K2 女性 20代後半 ソウノレ ソウlレ































表 1は6つのあいまい文の内、各インフォーマントの r1 J、r2 J、r4 J、
r 5J9)の発話データの統語境界音節における伸長率をまとめたものであ
表1 統語境界音節の伸長率
よぐとご Kl K2 K3 
1 a/ 1 b 1. 58 1. 38 1. 40 
2a/2b 2.40 1. 65 1. 66 
4a/4b 1. 46 1. 56 1. 30 
5a/5b 1. 55 1. 54 1. 27 
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図1 <K 1 >の r4 -a Jのデータ 図2 <K 2 >の r1 -a Jのデータ




















左から順に:<K 1 >、 <K2 >、 <K3 >のデータ図4
ーー"T.'
<K 2 >の r4 -a Jのデータ <K 2 >の r5 -a Jのデータ図6図5
































よょ11 被験者 無効 非ソウル 統計の対象方言話者
鐘路産業高校 76(43) 13(8) 21 (13) 42(22) 
舞鶴女子高校 49 4 1 34 






















ぷぬとf①最終音節 ②最終音節の ③句頭Foのの長さ 高さ 立て直し
rlJの右枝分かれ構造 襲輔輯輔謹襲撃i 有意差なし 有意差なし
rlJの左枝分かれ構造 有意差なし 有意差なし 譲事臨 瞳盤機
r5Jの右枝分かれ構造 聾磨聾襲撃機i畿 有意差なし 有意差なし
r5Jの左枝分かれ構造 有意差なし 有意差なし 有意差なし
*pく.025、**pく 005
②教室でテ ブレコ 夕、 を通し、まず練習問題を 2問してもらった。
③被験者には正解はないので深く考えず、聴覚印象上どちらに聞こえるか
必ず記入してくれるよう指示した。
















表4 くKl>の 11-a Jのピッチ曲線 (単位:Hz) 
発話回数
測定箇所 測定箇所 測定筒所 測定箇所 調IJ定箇所 測定箇所 測定箇所
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
1回 262 293 268 175 255 206 268 
2回 249 293 231 169 255 194 268 
3回 249 293 231 169 255 217 286 
4回 243 275 243 175 255 206 268 
5回 249 268 262 l7l 262 204 293 
6回 249 275 204 178 268 199 168 
7回 249 275 212 175 255 199 255 
8回 255 286 194 175 255 194 255 
9回 243 286 194 175 255 199 249 
10回 243 275 199 180 249 191 249 
平均値 249. 1 280. 7 223.0 176.5 256.5 255.9 25. 9 













































を短縮することにより、 0.5%水準で有意差が認められた。一方、 i1 J 
の文では2.5%水準で有意差が認められた。しかし、統語境界のない
左枝分かれ構造の文では、統語境界音節と同住置の音節長を伸長させ
た刺激文に対する有意差は、 i1 Jと i5Jのいずれの文においても
認められなかった。
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分かれ構造の文において Foの立て直しを無くして行った場合、 r1 J 
とr5 Jのいずれの文においても有意差は認められなかった。しかし、
統語境界のない左枝分かれ構造の文の統語境界に相当する部分におけ






























































14) i 1 Jと i5 Jの各文における刺激文は、右枝分かれ構造と左枝分か
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